
(57)【要約】

【課題】操作ワイヤを軸線方向に容易に進退操作するこ

とができるだけでなく、軸線周りにも容易に回転操作す

ることができる内視鏡用高周波処置具の操作部を提供す

ること。

【解決手段】操作ワイヤ２の基端部分に軸線位置を合わ

せて真っ直ぐに連結固定された操作摘み部材１２を、可

撓性シース１の基端に連結された操作部本体１１に対し

て軸線方向に進退自在に且つ軸線周りに回転自在に操作

部本体１１内から可撓性シース１の反対側に真っ直ぐに

引き出した状態に配置し、操作ワイヤ２と電気的に導通

していて高周波電源コード５０と軸線周りに回転自在に

接続される接点ピン１３を、操作摘み部材１２の突端部

分に操作ワイヤ２の基端部分と軸線位置を合わせて真っ

直ぐに配置した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス 内 に 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 且 つ 軸 線 周 り
に 回 転 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 上 記 操 作 ワ イ ヤ を 手 元 側 で 操 作 す る
た め の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 に お い て 、
　 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 部 分 に 軸 線 位 置 を 合 わ せ て 真 っ 直 ぐ に 連 結 固 定 さ れ た 操 作 摘 み 部
材 を 、 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 本 体 に 対 し て 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 且
つ 軸 線 周 り に 回 転 自 在 に 上 記 操 作 部 本 体 内 か ら 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 反 対 側 に 真 っ 直 ぐ に 引
き 出 し た 状 態 に 配 置 し 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ と 電 気 的 に 導 通 し て い て 高 周 波 電 源 コ ー ド と 軸 線
周 り に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ る 接 点 ピ ン を 、 上 記 操 作 摘 み 部 材 の 突 端 部 分 に 上 記 操 作 ワ イ ヤ
の 基 端 部 分 と 軸 線 位 置 を 合 わ せ て 真 っ 直 ぐ に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 高 周 波 処
置 具 の 操 作 部 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 操 作 部 本 体 が 全 体 と し て 略 Ｔ 字 状 に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 水 平 棒 部 分 の 一 端 側 に 上 記
可 撓 性 シ ー ス の 基 端 が 連 結 さ れ て 、 他 端 側 か ら 上 記 操 作 摘 み 部 材 が 引 き 出 さ れ て い る 請 求
項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 操 作 部 本 体 に 対 す る 上 記 操 作 摘 み 部 材 の 進 退 範 囲 を 規 制 す る た め の ス ト ッ パ が 上 記 操
作 摘 み 部 材 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 は 一 般 に 、 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス 内 に 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ が
軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 構 造 に な っ て い る 。
　 そ し て 、 手 元 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 は 、 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 摘 み 部 材 が
、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 本 体 に ス ラ イ ド 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 構 成 に な
っ て い て 、 高 周 波 電 源 コ ー ド が 接 続 さ れ る コ ネ ク タ が 操 作 摘 み 部 材 の 側 面 に 配 置 さ れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ７ － １ ４ ５ ６ ５ ４
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の タ イ プ に よ っ て は 、 操 作 ワ イ ヤ を 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 す る だ け
で な く 、 操 作 ワ イ ヤ を 手 元 側 か ら 軸 線 周 り に 回 転 操 作 す る よ う に し た も の が あ る 。
　 し か し 、 例 え ば 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 従 来 の 操 作 部 で そ の よ う な 回 転 操 作 を 行 う た め
に 操 作 摘 み 部 材 １ ２ を 操 作 部 本 体 １ １ に 対 し て 軸 線 周 り に 回 転 操 作 す る と 、 高 周 波 電 源 コ
ー ド ５ ０ が 操 作 摘 み 部 材 １ ２ と 共 に 回 転 し て 操 作 部 本 体 １ １ に 巻 き 付 い て し ま う の で 、 回
転 操 作 の 度 に 高 周 波 電 源 コ ー ド ５ ０ を コ ネ ク タ １ ３ ′ か ら 抜 き 差 し す る 必 要 が あ り 、 操 作
が 非 常 に 煩 わ し い も の に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 操 作 ワ イ ヤ を 軸 線 方 向 に 容 易 に 進 退 操 作 す る こ と が で き る だ け で な く
、 軸 線 周 り に も 容 易 に 回 転 操 作 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 は 、 電 気 絶 縁 性 の
可 撓 性 シ ー ス 内 に 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 且 つ 軸 線 周 り に 回 転 自 在 に
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挿 通 配 置 さ れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 ワ イ ヤ を 手 元 側 で 操 作 す る た め の 内 視 鏡 用 高
周 波 処 置 具 の 操 作 部 に お い て 、 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 部 分 に 軸 線 位 置 を 合 わ せ て 真 っ 直 ぐ に 連
結 固 定 さ れ た 操 作 摘 み 部 材 を 、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 本 体 に 対 し て 軸 線
方 向 に 進 退 自 在 に 且 つ 軸 線 周 り に 回 転 自 在 に 操 作 部 本 体 内 か ら 可 撓 性 シ ー ス の 反 対 側 に 真
っ 直 ぐ に 引 き 出 し た 状 態 に 配 置 し 、 操 作 ワ イ ヤ と 電 気 的 に 導 通 し て い て 高 周 波 電 源 コ ー ド
と 軸 線 周 り に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ る 接 点 ピ ン を 、 操 作 摘 み 部 材 の 突 端 部 分 に 操 作 ワ イ ヤ の
基 端 部 分 と 軸 線 位 置 を 合 わ せ て 真 っ 直 ぐ に 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 操 作 部 本 体 が 全 体 と し て 略 Ｔ 字 状 に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 水 平 棒 部 分 の 一 端 側 に
可 撓 性 シ ー ス の 基 端 が 連 結 さ れ て 、 他 端 側 か ら 操 作 摘 み 部 材 が 引 き 出 さ れ て い て も よ く 、
操 作 部 本 体 に 対 す る 操 作 摘 み 部 材 の 進 退 範 囲 を 規 制 す る た め の ス ト ッ パ が 操 作 摘 み 部 材 に
設 け ら れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 摘 み 部 材 に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ を 軸 線 方 向 に 容 易 に 進 退 操 作 す る こ
と が で き る だ け で な く 、 操 作 摘 み 部 材 を 軸 線 周 り に 回 転 操 作 し た と き 高 周 波 電 源 コ ー ド が
そ れ に 追 随 し て 回 転 し な い の で 、 操 作 ワ イ ヤ を 、 高 周 波 電 源 コ ー ド が 捻 じ れ る こ と な く 軸
線 周 り に 何 方 の 方 向 に も 任 意 の 回 転 数 だ け 自 由 に 回 転 操 作 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス 内 に 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 且 つ 軸 線 周
り に 回 転 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 ワ イ ヤ を 手 元 側 で 操 作 す る た
め の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 に お い て 、 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 部 分 に 軸 線 位 置 を 合 わ せ
て 真 っ 直 ぐ に 連 結 固 定 さ れ た 操 作 摘 み 部 材 を 、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 本
体 に 対 し て 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 且 つ 軸 線 周 り に 回 転 自 在 に 操 作 部 本 体 内 か ら 可 撓 性 シ ー
ス の 反 対 側 に 真 っ 直 ぐ に 引 き 出 し た 状 態 に 配 置 し 、 操 作 ワ イ ヤ と 電 気 的 に 導 通 し て い て 高
周 波 電 源 コ ー ド と 軸 線 周 り に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ る 接 点 ピ ン を 、 操 作 摘 み 部 材 の 突 端 部 分
に 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 部 分 と 軸 線 位 置 を 合 わ せ て 真 っ 直 ぐ に 配 置 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て 、 １ ０ は 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 で あ り 、 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡
の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 が 、 操 作 部 本 体 １ １ の 先 端 部
分 １ １ ｃ に 連 結 筒 体 ３ を 介 し て 連 結 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ は 、 例 え ば 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 チ ュ ー ブ 等 の よ う な 電 気 絶 縁 性 の チ ュ
ー ブ に よ り 形 成 さ れ て い る 。 ４ は 、 可 撓 性 シ ー ス １ が 操 作 部 本 体 １ １ と の 連 結 部 の 近 傍 で
折 れ 曲 が ら な い よ う に 補 強 を す る た め の 折 れ 止 め チ ュ ー ブ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ 内 に は 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ ２ が 、 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 且 つ 軸 線 周 り に
回 転 自 在 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い て 、 図 示 さ れ て い な い 先 端 部 分 お い て 電 極 ワ
イ ヤ が 可 撓 性 シ ー ス １ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 操 作 部 本 体 １ １ は 全 体 と し て 略 Ｔ 字 状 に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 垂 直 棒 部 分 １ １ ｂ は 操 作
者 が 握 っ て 保 持 す る た め の ハ ン ド ル 部 で あ り 、 水 平 棒 部 分 １ １ ａ の 先 端 部 分 １ １ ｃ に 可 撓
性 シ ー ス １ の 基 端 が 水 平 棒 部 分 １ １ ａ と 軸 線 位 置 を 合 わ せ て 真 っ 直 ぐ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 操 作 ワ イ ヤ ２ の 基 端 部 分 に 軸 線 位 置 を 合 わ せ て 真 っ 直 ぐ に 連 結 固 定 さ れ た 操 作
摘 み 部 材 １ ２ が 、 操 作 部 本 体 １ １ に 対 し て 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 且 つ 軸 線 周 り に 回 転 自 在
に 、 操 作 部 本 体 １ １ の 後 端 部 分 １ １ ｄ か ら 真 っ 直 ぐ 後 方 に 引 き 出 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 操 作 摘 み 部 材 １ ２ は 、 操 作 部 本 体 １ １ の 水 平 棒 部 分 １ １ ａ 内 か ら そ の 後 方 に 引 き 出 さ れ
た 丸 棒 状 の 棒 状 部 分 １ ２ ａ の 後 端 部 分 に 、 指 先 で 摘 ん で 操 作 す る た め の 摘 み 部 分 １ ２ ｂ が
一 体 に 形 成 さ れ た 構 成 に な っ て い て 、 操 作 部 本 体 １ １ に 対 す る 最 大 進 退 範 囲 を 規 制 す る た
め の 一 対 の ス ト ッ パ １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ が 、 棒 状 部 分 １ ２ ａ か ら 鍔 状 に 突 出 す る 状 態 に 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 対 の ス ト ッ パ １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の う ち 押 し 込 み 操 作 範 囲 規 制 側 の ス ト ッ パ １ ２ ｃ は 棒 状
部 分 １ ２ ａ の 中 間 部 分 に 棒 状 部 分 １ ２ ａ と 一 体 に 形 成 さ れ 、 引 っ 張 り 操 作 範 囲 規 制 側 の ス
ト ッ パ １ ２ ｄ は 、 棒 状 部 分 １ ２ ａ の 先 端 近 傍 部 分 に 形 成 さ れ た 溝 に Ｃ リ ン グ 状 に は め 込 ま
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 操 作 部 本 体 １ １ の 水 平 棒 部 分 １ １ ａ の 内 部 は 、 引 っ 張 り 操 作 範 囲 規 制 側 の ス ト ッ パ １ ２
ｄ が 支 障 な く 移 動 で き る よ う に 、 操 作 部 本 体 １ １ の 先 端 部 分 １ １ ｃ 及 び 後 端 部 分 １ １ ｄ の
各 々 に 形 成 さ れ て い る 孔 に 比 べ て 太 い 空 洞 １ １ ｅ に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 操 作 摘 み 部 材 １ ２ の 摘 み 部 分 １ ２ ｂ は 棒 状 部 分 １ ２ ａ よ り 太 く 形 成 さ れ て い て 、 摘 み 部
分 １ ２ ｂ の 後 端 部 分 に は 、 高 周 波 電 源 コ ー ド ５ ０ の 先 端 に 設 け ら れ て い る 接 続 ソ ケ ッ ト ５
１ と 軸 線 周 り に 回 転 自 在 に ク リ ッ ク 接 続 さ れ る 接 点 ピ ン １ ３ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 接 点 ピ ン １ ３ は 、 操 作 ワ イ ヤ ２ の 基 端 部 分 に 対 し て 軸 線 位 置 を 合 わ せ て 半 田 付 け 等 に よ
っ て 真 っ 直 ぐ 後 方 に 向 け て 固 着 さ れ て い る 。 ５ ２ は 、 図 示 さ れ て い な い 高 周 波 電 源 に 接 続
さ れ る 高 周 波 電 源 コ ー ド ５ ０ の 電 源 側 プ ラ グ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の よ う な 操 作 ワ イ ヤ ２ の 基 端 部 分 と 接 点 ピ ン １ ３ は 共 に 摘 み 部 分 １ ２ ｂ に 強 固 に 接 着
固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 摘 み 部 分 １ ２ ｂ を 軸 線 方 向 に 進 退 又 は 軸 線 周 り に 回 転 さ せ
る と 、 そ れ と 共 に 操 作 ワ イ ヤ ２ が 軸 線 方 向 に 進 退 又 は 軸 線 周 り に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 接 続 ソ ケ ッ ト ５ １ は 、 接 点 ピ ン １ ３ に 接 続 す る こ と に よ り 操 作 ワ イ ヤ ２ と 電 気 的 に 接 続
さ れ た 状 態 に な っ て 、 摘 み 部 分 １ ２ ｂ の 軸 線 方 向 進 退 と 共 に 軸 線 方 向 に 進 退 す る が 、 摘 み
部 分 １ ２ ｂ に 対 し て 軸 線 周 り に 回 転 自 在 な の で 、 摘 み 部 分 １ ２ ｂ が 軸 線 周 り に 回 転 し て も
、 接 続 ソ ケ ッ ト ５ １ は そ れ に 追 随 し て 回 転 し な い で い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 は 、 使 用 時 に は 、 図 ２ に
示 さ れ る よ う に 、 操 作 者 が 左 手 で 操 作 部 本 体 １ １ の 垂 直 棒 部 分 １ １ ｂ を 保 持 し 、 右 手 で 操
作 摘 み 部 材 １ ２ の 摘 み 部 分 １ ２ ｂ を 摘 ん で 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 す る こ と に よ り 操 作 ワ イ ヤ
２ を 進 退 さ せ る こ と が で き 、 摘 み 部 分 １ ２ ｂ を 軸 線 周 り に 回 転 操 作 す る こ と に よ り 、 操 作
ワ イ ヤ ２ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 摘 み 部 分 １ ２ ｂ を 軸 線 周 り に 回 転 操 作 し た と き 高 周 波 電 源 コ ー ド ５ ０ の 接 続 ソ
ケ ッ ト ５ １ は そ れ に 追 随 し て 回 転 し な い の で 、 高 周 波 電 源 コ ー ド ５ ０ が 捻 じ れ る こ と な く
、 操 作 ワ イ ヤ ２ を 何 方 の 方 向 に も 任 意 の 回 転 数 だ け 自 由 に 回 転 操 作 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 の 使 用 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 操 作 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 可 撓 性 シ ー ス
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　 ２ 　 操 作 ワ イ ヤ
　 １ ０ 　 操 作 部
　 １ １ 　 操 作 部 本 体
　 １ １ ａ 　 水 平 棒 部 分
　 １ １ ｂ 　 垂 直 棒 部 分
　 １ ２ 　 操 作 摘 み 部 材
　 １ ２ ａ 　 棒 状 部 分
　 １ ２ ｂ 　 摘 み 部 分
　 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ 　 ス ト ッ パ
　 １ ３ 　 接 点 ピ ン
　 ５ ０ 　 高 周 波 電 源 コ ー ド
　 ５ １ 　 接 続 ソ ケ ッ ト
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